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８月４日（金）、「2017全国コミュニティ・スクール研究大会in岐阜」が開

かれ、中学校校長が参加し、コミュニティ・スクールについて勉強してきま

した。講演やパネル・ディスカッションで話題になった持続可能なコミュニ

ティ・スクールを構築するためのポイントについて紹介します。

①全ての教職員、学校運営協議会委員が子供たちへの教育の当事者

意識と参画者として意識を確かにをもつこと。

②小・中学生に地域の一員であるという自覚や地域に貢献している

という自己有用感をもたせるためのツールがコミュニティ・スク

ールである。コミュニティ・スクールは目的ではなく教育の手段である。（１５歳ま

でに地域で活躍した経験のある子は一時的に故郷を離れ

ても戻ってくる）

③学校と地域が共通の目標・ベクトルをもち、活動してい

くことが大切である。

④地域の方や保護者同士のつながりが高いことと、児童･生

徒の学力や主体性、規範意識等の高いこととの間には相

関関係がある。

８月２２日（水）、毎年恒例の小中学校合同研修会を下記のとおり開催しました。（夏は中学校、冬は

小学校が担当となっています。）

・講 師：秋田県小坂町立小坂小・中学校 校長 和田 渉

先生

・テーマ：「地域と協働し、児童生徒を育てる小中連携・一貫

教育はどうあればよいか」

（石川小・中学校の「教育自立圏」調査研究テーマ）

・講義のポイント

○「アカシアのある学習」（＝小坂スタンダード）という問題解決的学習・見通しと振

り返りのある学習スタイルに基づき、このスタイルを小・中で共通実践している。

○学年段階の目指す子ども像と活動を設定している。

○小中一貫教育もCSも手段であること。目的は子どもを育てること（ふるさとに貢献で

きる人づくり）であり、常に目的をチェックすること。地域とのつながりを深め、小

・中教職員のチーム力を高めることも大切。
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９月７日（木）、今年度２回目の開催です。内容をかいつまんでお知らせします。

①地域コーディネーターの紹介

中；小田桐智恵さん・兼平隆悦さん（石川公民館勤務）

小；須藤真希さん（石川公民館勤務）・谷川富士子さん（ハローワーク勤務）

コーディネーターの皆様にはこれから、学校と地域を

結ぶパイプ役としての活躍をお願いします。

②学校応援団募集状況の報告→→登録が進んでいますが、まだまだ募集しています。

③施設一体型校舎建設に係る要望書提出について報告→→6/27に石川地区町会連合会長

小田桐久氏が教育長に提出。よい感触はありました。

④教育自立圏に係る中学校区の愛称について検討→→小中三役会では「石川あじさい学

園」となりましたが、「いしかわ学園」という意見が多かったです。

⑤「全国コミュニティ・スクール研究大会in岐阜」の報告（前掲；キーワードは当事者意識）

⑥地区中体連秋季大会結団式参観→→選手を激励していた

だきました。

⑦コミュニティ・スクール

研修会

1)学校づくり推進課；千葉主事

○学校運営協議会の役割・運

営と地域コーディネーターの役割

2)青森中央学院大学教授；高橋 興氏

○コミュニティ・スクールの必要性と課題

○コミュニティ・スクールは学校を核とした地域づくりの契機である。石川地区の実情に合わせ、ぶ

れずにじっくり取り組み、石川型ＣＳを構築してほしい。社会教育との協働も大切である。

「小中一貫ＣＳだより」と中学校通信は弘前市のＨＰにアップしています。「弘前市立石川中学校」で検索を。


